
 

 

 

 

 
 
 
 
１ 開 催 日   平成２９年９月１２日（火） １３時３０分～１５時 （１３時受付開始） 

２ 講  師   アリオ・クラマー（ Arjo Klamer ） 

エラスムス大学（オランダ）芸術・文化経済学講座教授 

〈 日本語への通訳あります。〉 

  通   訳   後藤和子  摂南大学経済学部教授 

３ 内  容     国際的に活躍する文化経済学者であり，価値に基づいたアプローチを発展させ

てきたクラマー氏をお迎えし，オランダの文化政策の最新動向を御紹介いただき

ます。文化の価値を改めて見つめなおし，文化政策のあるべき方向性を根源的に

考えてみませんか？ 

４ 参加費用   無 料 

５ 募集人数   先着１００名 

６ 申込方法   裏面の参加申込書により，FAX（075-561-3512）又はＥメール（policy-co-re＠ 

mext.go.jp）で文化庁地域文化創生本部総括・政策研究グループ セミナー係宛， 

８月２９日（火）までにお申込みください。 

           ※定員超過により御参加いただけない場合には，御連絡先宛にお知らせします。 

７ 会  場   京都市東山区総合庁舎北館 ３階大ホール   

〒605-8511 京都市東山区清水五丁目 130 番地の 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

主催：      地域文化創生本部   
協力：京都市，文化経済学会〈日本〉，同志社大学創造経済研究センター 

（アクセス） 
地下鉄東西線「東山」駅下車 
→市バス 100，202，206 に乗換 

市バス「清水道」下車 南へ徒歩すぐ 
京阪「清水五条」駅下車 徒歩 10 分 
 

※公共交通機関を御利用願います。 

参加費無料 

≪お申込み・問合せ先≫ 文化庁地域文化創生本部総括・政策研究グループ セミナー係 
                  電  話    ０７５－３３０－６７２０  

Ｆ Ａ Ｘ   ０７５－５６１－３５１２ 
Ｅメール   policy-co-re@mext.go.jp 



文化庁地域文化創生本部総括・政策研究グループ セミナー係宛 

ＦＡＸ：０７５－５６１－３５１２ 

Ｅメール：policy-co-re＠mext.go.jp 

文化庁地域文化創生本部 発足記念セミナー 参加申込書 

(ふりがな) 

御 芳 名 

 
 
 

計     名 

※複数人でお申し込みの場合も，全員のお名前をお願いします（別紙可）。 

御 所 属  

連絡先電話番号 

（日中連絡先） 

 

連絡先Ｅメール  

※ 定員超過により御参加いただけない場合は，連絡先電話番号又はＥメールにお知らせします。 
※ 記載いただいた個人情報は，本セミナーに関する御連絡にのみ使用します。 
 

Arjo Klamer アリオ・クラマー 

エラスムス大学（オランダ，ロッテルダム）芸術・文化経済学講座 教授 
1953 年オランダヒルバーサム生まれ。1978 年アムステルダム大学経済学博士。  
1981 年アメリカのデューク大学で Ph.D.取得後，アメリカ各地の大学で教鞭

をとり，世界初の文化経済学教授ポストをおいたエラスムス大学で最初の教授と
なる。国際文化経済学会前会長。ロッテルダムアーツカウンシル委員，オランダ
クラフトカウンシル会長等も務める。来日は複数回に及び，埼玉大学や同志社大
学で何度か講演を行うほか，国際文化経済学会アジアワークショップでは，ワー
クショップリーダーを何度か務めている。代表的な著書は，“Value of Culture”，
“Speaking of Economics: How to get in the conversation” （『経済学は会話であ
る―科学哲学，レトリック，ポストモダン』後藤和子・中谷武雄監訳，日本経済
評論社，2010 年）等   Web サイト http://www.klamer.nl/ 

 

後藤和子ごとうかずこ 

 摂南大学経済学部教授 
京都大学大学院経済学研究科博士課程修了。博士（経済学）。埼玉大学経済学部教授を経て現職。2004 年～2005

年，オランダエラスムス大学客員教授。文化経済学会＜日本＞会長，国際文化経済学会(ACEI)理事，文化庁文化
審議会文化政策部会委員等を歴任。『文化と都市の公共政策：創造的産業と新しい都市政策の構想』（有斐閣，2005
年），『クリエイティブ産業の経済学』（有斐閣，2013 年），“Tax incentives for the creative industries”, Springer, 
2017(共編著)他，著書多数。 

 


